一般財団法人創造くまもと　財産管理運用規程

　(目的)
第1条　この規程は、一般財団法人創造くまもと定款に基づき、財産の管理運用について必要な事項を定め、その適正かつ効率的な管理運用に資することを目的とする。
　(適用範囲)
第2条　本規程が適用される財産は、一般財団法人創造くまもとが保有する不動産、無体財産権並びに寄附者の意思等により財産保有形態が指定されている財産を除き、効率的に運用すべき財産とする。
　(管理運用責任者)
第３条　財産の管理運用責任者は代表理事とする。
　(財産運用の基本原則)
第4条　財産の運用に当たっては、善良なる管理者の注意義務を払うとともに、定款及び法令に従い、資産価値の維持を図るとともに、適正な運用に努めなければならない。
　(財産区分及び運用方針)
第5条　本規程が適用される財産運用は、次に掲げる財産区分及び運用方針により行う。
　　　　(1)定款の規定による基本財産は基本財産管理規程による
　　　　(2)その他の財産は個別財産の特性を勘案し、適正な運用に努める
　(財産運用の対象)
第6条　財産の運用対象は、次に掲げる方法により、安全かつ有利になるものとして行う。
　　　　(1)元本が保証されることが確実な円建て預貯金(信用金庫への出資金を含む)
[bookmark: _Hlk34308165]　　　　(2)元本が保証されることが確実な貸付信託及び金銭信託並びに事業債
　　　　(3)国債、政府保証債、地方債等
(4)資産の流動化に関する法律に規定する特定社債
(5)その他代表理事が認める方法で評議員会の承認が得られたもの
(分散投資)
第7条　投資的運用を行うに当たっては、特定の者に過度に集中しないよう、可能な限り分散投資する。
(運用状況の把握)
第8条　代表理事は、少なくとも半年に一回、運用により生じた果実及び時価評価並びに信用格付け等の運用状況を把握する。
　(報告)
第9条　代表理事は、財産運用の状況について少なくとも年一回、理事会および評議員会に報告する。
　(改廃)
[bookmark: _GoBack]第10条　この規程の改廃は、理事会の決議により行う。

附則　本規則は令和2年4月1日より全面改正施行する。
